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発明人生
～傷の手は宝～～傷の手は宝～

2012年5月13日■日 
14:00～15:30

江南市民文化会館
愛知県江南市北野町川石25-1
 

日時

会場

第20回 愛知県作業療法学会

市民公開講座

第20回 愛知県作業療法学会 事務局
江南厚生病院  リハビリテーション技術科  作業療法係  内
〒483-8704 江南市高屋町大松原137番地  TEL 0587-51-3333（代表）

入場
無料

1935年愛知県岡崎市生まれ。鍛冶屋の息子として育つ。機械工として働いていた
56歳の時、仕事中の事故で利き手の指をすべて失う。失った右手の代わりとなる
自助具を探し求めるが、多くの自助具がデザイン重視で機能はそっちのけの現実
を知る。このことをスタートとして、自ら使いやすい機能的な自助具を慣れない左
手で作り始める。やがて、シンプルで使いやすい、工夫が凝らされた自助具が評
判となり、「三河のエジソン」として有名に。使用者の視点で作り上げた加藤さんの
自助具を求めて、遠方から訪れる人もいるほどの人気である。

お問合わせ

講師

障がい障がい

加藤 源重　NPO法人　　　　　　　　 福祉工房あいち 代表

●主催　愛知県作業療法士会
●後援　愛知県、江南市、愛知県医師会、尾北医師会、愛知県看護協会、

愛知県社会福祉協議会、江南市社会福祉協議会、
愛知県理学療法士会、愛知県言語聴覚士会、中日新聞社

障がいを負ったって、
それをバネに大きく羽ばたく、
感動、勇気の人生講座。


